
繁殖経営が基盤 肥育は和牛甲子園用に年２頭

“小規模だから”“私たちだから”できること

牛を取り巻く
環境改善

愛知の和牛
みかわ牛PR

アニマルウェルフェアの認証制度に挑戦



安心・安全・幸せな牛舎
アニマルウェルフェア認証・普及に挑戦

愛知県立渥美農業高等学校
動物科学部



□ 飼料費の高騰 □ 資材の高騰□ 疾病発生✓ ✓ ✓

いま“消費者に求められる生産”とは？

山積する畜産業の課題

畜産経営継続のための重要事項
消費者ニーズに合った生産をすること

先の見通しが明るいとは言い難い・・・



取組テーマ
～和牛の持続可能性～



自給飼料生産 JGAP認証取得

令和３年度
総合優勝

いま重要視される“持続可能性”は畜産業でも重要

令和４年度
特別賞受賞

取組テーマ “和牛の持続可能性”

休耕田を活用 農場の安心・安全



全ての人により良い世界を作る１７の目標

持続可能な開発目標（SDGｓ）

つくる責任・つかう責任

“持続可能な生産および消費形態の確保”

消費者も持続可能性に繋がる消費をすることが重要

“エシカル消費”（倫理的消費）
持続可能な社会作りのための消費行動

社会的課題解決のために考えて購入すること

エシカルな畜産経営は時代に求められる畜産に繋がる



消費者庁HP 倫理的消費調査研究会報告



エシカル消費実現のための
“配慮の対象とその具体例”

□ 人 □社会 □環境
□地域 □動物福祉
□エシカルファッション

消費者庁HP 倫理的消費調査研究会報告

✓

アニマルウェルフェアに配慮した畜産物の生産

エシカルな生産に繋がる



事前調査



はい ８％

いいえ ９２％

消費者対象

はい
４８％

いいえ
５２％

生産者対象

目的：アニマルウェルフェアの実践と普及

目標１ 本校農場をアニマルウェルフェア認証農場にする

目標２ 消費者・生産者へアニマルウェルフェアを普及

認知度は高くない

“アニマルウェルフェア”を知っていますか？



目標１
アニマルウェルフェア認証取得



目標１
AW認証取得

□ 飼育管理改善に繋がる

□ 取組を客観的に証明

□ 消費者に効果的に伝わる

認証取得の利点

□ 基準８０％クリアで認証
管理・施設・動物ベース

□ 農場審査を実施

認証制度の概要

肉用牛の農場認証に挑戦



ウォーターカップ清掃

スコアでの評価

全頭へのブラッシング習慣化

アニマルウェルフェア“５つの自由”達成に繋がる

牛の快適性、作業者の安心・安全にも繋がる



成果的なこと

項目 概要

動
物

外傷 飼槽前の馬柵棒による脱毛

舌遊び 粗飼料不足の可能性がある

施
設

分娩房面積 ９㎡基準だが実際は7.04㎡

設備の不良 運動場に危険個所がある

屋外エリア 肥育牛の放牧をしていない

管
理 離乳時期 ３ヶ月以降基準を2.5ヶ月実施

※認証条件：各ベース不適合は２つまで

危険個所修繕

夏の審査結果（６月８日）



項目 概要

動
物

外傷 飼槽前の馬柵棒による脱毛

舌遊び 粗飼料不足の可能性がある

施
設

分娩房面積 ９㎡基準だが実際は7.04㎡

屋外エリア 肥育牛の放牧をしていない

管
理 離乳時期 ３ヶ月以降基準を2.5ヶ月実施

※認証条件：各ベース不適合は２つまで

全項目
８０％クリア

認証状が届けば肉用牛認証農場第１号に！

目標の“アニマルウェルフェア認証”実現！

冬の審査結果（１２月５日）



目標２
アニマルウェルフェアの普及



目標２
AWの普及

エシカル消費推進には
「消費者意識」が重要

エシカル消費・ウェルフェアとの関連
購入・消費で知る機会少ない

アニマルウェルフェア実践だけでなく
“学ぶきっかけ作り”にも挑戦



認知度調査後、リーフレットを配布

小さい取組でも大きな影響力になり得る

“こんな考え方があるんだ！”

“素敵な言葉だね。”



“知る機会がなかった” “普段の経営が手一杯”

“何をしたらいいか分からない”

生産者が学べる機会を作って地域に貢献

文字ばかりの
審査基準

内容（写真や図で明記）
原因や改善策を記載

報告会での説明やマニュアルとしての配布可能

消費者・生産者へのAW普及への大きな一歩！

【生産者アンケートより抜粋】



みすず号（導入）雌 つむぎ号（自家産）雌

幸紀雄・安福久・福之国 幸紀雄・安福久・平茂勝

今年はこの２頭で勝負！



みすず号 つむぎ号

ロース芯面積（㎠）
61.0 ６６．０

皮下脂肪厚
（cm） 1.8～1.7 ２．３～２．０

バラ厚（cm）
７．７ ７．８

ＢＭＳ Ｎｏ.
９ １０

みかわ牛の肉質等級基準“４等級以上”

※２０か月齢時

みかわ牛の認定に十分期待できる！



私たち高校牛児の頑張りが
生産者・消費者の意識を変える

持続可能な畜産経営・私たちの未来へ

アニマルウェルフェアやエシカル消費普及へ

アニマルウェルフェアの実践・普及を
多くの人に伝えていく


